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発表内容  昨年来、重症熱性血小板減少症候群（SFTS）ウイルスの媒介者と指摘さ

れたフタトゲチマダニ（Hl）の生息域である低山帯を中心に、マダニ分布

相の再調査を行い、マダニの SFTS ウイルス遺伝子検索も行った。 

マダニの採集は 2013 年夏季（5～7 月）に若狭地区 3 地点、越前地区 6

地点および奥越地区 6地点の計 15 地点、また秋季（9～10 月）には夏季調

査でSFTSウイルス遺伝子保有マダニが確認された5地点および奥越地区1

地点の計 6地点、合計 16 地点でフランネル法で主に遊歩道や山道沿いで行

った。ウイルスの遺伝子検索は、成虫は個別に、若虫および幼虫は 2～5

個体をプールして 1 検体とした。方法はマダニから抽出した RNA の 1/10

量を、SFTS ウイルスの Sセグメントを標的とする MGB プローブを用いたリ

アルタイム RT-PCR 法で検査し、10 コピー/reaction 以上を陽性とした。 

 得られたのはチマダニ属 5 種（Hｌ、キチマダニ（Hf）、ヒゲナガチマダ

ニ（Hk）、オオトゲチマダニ（Hm））など、マダニ属 3 種（ヤマトマダニ、

シュルツェマダニなど）、タカサゴキララマダニ（At）およびタイワンカク

マダニ（Dt）の計 4 属 10 種類 985 個体であった。Hk は若狭地区のみに、

Hm は若狭地区で優勢で秋季には成虫が多く、Hl は県東北部で確認されなか

ったが、大型種の At と Dt は比較的広範囲で得られた。 

SFTS ウイルス遺伝子は、夏季は Hl 若虫 143 個体をプールした 30 検体中

1 検体（以下、1/30/143 個体のように略す）、Hf 若虫 3/41/201 個体、Hm

若虫 1/14/66 個体、Hk 成虫 1/6 個体および Dt 成虫 1/19 個体で、計 5種類

の 7検体から検出された。秋季は Hl 若虫 2/2/4 個体、Hf 若虫 4/9/32 個体、

Hm 若虫 4/17/77 個体、同成虫 12/34 個体で、計 3 種類の 22 検体から検出

された。プール検体の若虫における SFTS ウイルス遺伝子保有率は、ヒト嗜

好性の高い Hl の場合は夏季の若狭地区の１地点で 1.7～8.6％であった。

陽性個体における SFTS ウイルス遺伝子保有コピー数/reaction は、秋季の

方が高い傾向をみた。福井県でも SFTS ウイルス遺伝子保有マダニが 5種類

も確認されたことから、感染発生の可能性には備えておくべきと思われた。


